
 

主催=福山市立大学教育研究交流センター 協力＝福山市ネウボラ推進課 

●日時と内容 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  9 月 2 日 9 月 9 日 9 月 23 日 

10:00～10:45 
内容 はじめに・自己紹介 

体が落ち着く 

ボディワーク 

心が落ち着く 

背守り刺繍 

担当者 正保 他 弘田 正保 

10:55～11:40 
内容 

音でのやりとりを 

楽しもう 

懐かしの 

絵具あそびを味わう 

赤ちゃんを迎える 

環境づくりのヒント 

担当者 古山 渋谷 渡邉 

11:50～12:35 
内容 

対話で新たな考えを 

得ることを楽しもう 

イラッとする時の 

対処法 

赤ちゃんの発達って 

面白い！ 

担当者 田中 山内 上山 

12:35～12:50 
内容 

  
リフレクション 

担当者 正保 他 

 

●日時 2023 年9 月2 日（土）9 月9 日（土）9 月23 日（土）（部分参加：可） 

●場所 福山市立大学内各教室 

●定員 先着 10組（単独参加可）※申込締切 2023 年 8 月 31 日（木） 

 

※ 研究の一環でもあるため、アンケートやインタビューのご協力をお願い致します。個人が特定されることがないよう配慮していますので、ご安心ください。 

福山市立大学 教育研究交流センターワークショップ 

 自家用車を利用する場合 
●来学者駐車場 
大学から市道福山港沖野上線を挟んで東側に約 60 台分, 
身体障がい者用 2 台分 
●大学北側駐車場（大学建物に隣接） 
※駐車スペースには限りがあります。 
なるべく路線バスなどの公共交通機関をご利用ください。 

●交通アクセス 

https://forms.office.com/r/Y5QySVkYFi 

●参加条件 初妊婦/経産婦 もしくは 初妊婦/経産婦とそのパートナー 

●注意事項 新型コロナウイルスの感染状況により Web 配信に変更する場合あり 

●参加費  無料  ※特別な技術も準備物も不要 

●申込方法 右のQR コード，または下記 URL から 

市内路線バスを利用する場合 
●中国バス 
福山駅 2 番乗り場 手城経由引野口行き 
「手城入口」で下車，徒歩 2 分 
●中心部循環路線 まわローズ  
福山駅 10 番乗り場 「リーデンローズ入口」で下車後， 
徒歩 10 分  
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正保 正惠 福山市立大学教育学部 教授 

 

古山 典子 福山市立大学教育学部 教授 

 

田中 直美 福山市立大学教育学部 講師 

 

弘田 陽介 （元・福山市立大学教育学部） 

 

 

渋谷 清 福山市立大学教育学部 教授 

 

山内 加奈子 福山市立大学教育学部 講師 

 

渡邉 真帆 福山市立大学教育学部 講師 

 

上山 瑠津子 福山市立大学教育学部 准教授 

 

専門領域は，家族生活教育,家政学,家庭科教育。 
なかでも，親支援研究として，フィンランドのネウボラには，2 回ヒアリン
グに行っている。主な共著書に，『子育ては胎児から』(岡山県産婦人科医師
会)，『家族生活の支援―理論と実践―』（建帛社），『助産ケアの基本』(日総
研)など。3 歳 6 か月(女児)，1 歳 8 か月(男児)の祖母でもある。 

専門は音楽教育学。子どもたちがどのように音や音楽を経験しているの
か。また音楽（科）教育の意味や内容。そのあり方について，子どもたちが音楽
する姿のフィールドワークを行いながら，考察することに関心を寄せている。共
著書に『おんがくのしくみ』（教育芸術社）や『音楽を学ぶということ』（教育芸
術社）などがある。 

専門は教育哲学，身体論。 福山市立大学を経て現職は大阪公立大学文学部教授。
主な著書に『電車が好きな子はかしこくなる－鉄道で育児・教育のすすめ』（交通新聞社新
書），棚澤明子氏との共著『いま，子育てどうする？感染症・災害・AI 時代を親子で生き抜
くヒント集 35』（彩流社）ほか。 3 人の男の子（高 2，中 2，小 5）の父。 

絵画教育の視点から西洋画（油彩画）の技法研究と抽象的な絵画作品研究を進める。東京，広島をはじ
め全国のギャラリー，美術館で個展を開催。自ら洋画家として表現活動すると同時に，美術教育者として“造
形あそび”の要素を取り入れた表現教育をワークショップや公開講座等で実践展開している。  

専門は臨床心理学。これまで小児科，発達小児科，周産期センターで臨床心理士として勤
務。その後，大学教員の一方で企業において精神的な問題を抱えた人や健康な人をより健康にする
ための支援に携わっている。1×1 の関わりだけでなく，公衆衛生的な視点をもちつつ親子，労働
者，高齢者の調査研究を行っている。 

専門は幼児教育学，保育学。特に，保育実践や保育環境をテーマに研究している。
保育士，広島県教育委員会乳幼児教育支援センターでの幼児教育アドバイザーを経て 2022 年 4
月より現職。 

専門は保育学，発達心理学。主に保育者の専門性の発達をテーマに，専
門職としての子ども理解や省察の方法について研究している。また，保育所，幼稚園等
での園内研修やフィールドワークを通して，乳幼児期の子どもの発達や環境構成につ
いての調査研究を行っている。 

専門は教育哲学。自分とは異なる背景や意見をもつ他者との共在をテーマに，
ドイツ・ユダヤ思想における「対話」概念を手がかりに，理論的・思想史的に研究し
ている。文献研究にとどまらず，学生とともに哲学対話の実践もおこなっている。共
訳書に，フランツ・ローゼンツヴァイク『新しい思考』（法政大学出版局）がある。 

大阪公立大学文学部教授 

 


